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星になった ઌੜた ઌੜ藤井 旭

ʮ܅์՝ޙΠϯιϜχΞʯ57Ξχϝ�݄ελʔτ
͋ͳͨӉ͔Β星空ࡱӨ�ਓӴ星ʮ&:&ʯଧ্ͪ͛Ϩϙʔτ�ًࢁହ

の空Ͱ;5'ክ星͕؟等��٢ʹڃຊউݾ

みんなで合作！天体写真

ఱจֶΦϦϯϐοΫ ຊද͕ಔϝμϧʂࡍࠃ �ా中�ঊ

ベテルギウス
大減光の謎

ً͖ଓ͚Δڊ星

ඒ͍͠星のொのγϯϘϧ�ඒ星ఱจ

�

ͷ֗ಓΛΏ͘

本誌の全部または一部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を除き、禁じられています。

Observer's NAVI

星仲間が集って同一対象撮影

຺ಈ͢るڊ

Ѩ෦�তɺ߂ٛాࢁɺେ༟໌ɺখໆӫҰɺ,"(":"

͙るりւಓϓϥω८り�ୈೋ

ఱจԦ͔ࠃΒͷটঢ়ᶃ

撮影ʗ౻Ҫ�Ѵ

/&84�$-*1　石川勝也
ʂ࢜ߦͰӉඈؾのアストϩϊート�ຊ࠼༗ాࠇ
༝ঁのゆΔゆΔ星ۭϨϙ�星のঌ͢まま�֦େ൛
Ϗδϡアルఱମ図ؑ　沼澤茂美＋脇屋奈々代
3݄の星ۭ　篠木新吾
3݄の݄ͱ星のಈ͖
3݄のఱจݱΧϨンμー
3݄の　あさだ考房
৽ணใ
ΜφϏ　原 智子΄ץ݄
ୋの　渡部潤一ࡾ
アΫアϚリンの্ࢽԋձ　ミマス
ϒϥοΫ星ത࢜の#ڃఱจֶࣨڀݚ
ఱจϚμϜがゆ͘　梅本真由美
ఱจֶͱプϥωλリϜ　高梨直紘＆平松正顕

Μ͍͘͞ࠂ˙
コニカミノルタプラネタリウム／表2
「天文王国おかやま」誘客促進協議会／56～57
ジズコ／62
アイベル／64
シュミット／66
協栄産業／68
中央光学／70
笠井トレーディング／82～87
ビクセン／114～表3
五藤光学研究所／表4

AstroArts／4、20、61、72、74
AstroArts／88～91

ఱจɾӉイϕントใ��ύΦφϏ
0CTFSWFS�T�/"7*
　　มޫ星  高橋 進
　　৽ఱମɾଠཅܥখఱମ 吉本勝己
ۚҪࡾஉのͩ͜ΘΓఱจ
星φϏͻΖ
　　ձࢽɾձใհ
　　み͘ఱจಉձ　藤井龍二
　　ҿみ星৯͍݄͢
ΪϟϥリーԠื༻ࢴʗߘҊ
όοΫφンόーɾఆߪظಡの͝Ҋʗฤूهޙ
Φンϥインγϣοプ࿈ಈ�ങ͏ങ͏େ作ઓ
,"(":"௨৴
星φϏΪϟϥリー
ۜϊ星ࢠޫ࢛�のهԱ　飯島 裕

日食カウントダウン

݅ؾଌީิͱ؍

ੴҪ�֜

୩ޱେี

Ѩ෦কయɺখྛ࢚ɺӬ߂ਐҰɺ୮Ӌխɺদᔶ೭ɺᬑঘ （ొ星পձ）

中ࢁຬਔ

দౡ࠼�

ೆインυ༸ɾインυωγアɾ
ଠฏ༸ۚօط৯まͰ͋ͱ2͔݄

ࢴのද݄ࠓ˙
1月17日のZTF彗星（C/2022 E3）
撮影ʗ.JDIBFM�+ÅHFS
2023年1月17日5時10分（UT）
セレストロン11" RASA
QHY600モノクロCMOSカメラ　
100秒×5コマ
ライカAPO-TELYT-M 135mm F3.4
ニコン Z50　150秒×5コマ　LRGB合成
2݄1の࠷ٿۙに͚てɺଠཅܥを
ೆに͚てҠಈ中の;5'ክ星。ま͙ͬ͢
に৳ͼΔイΦンのඌͱɺክ星يಓ໘にԊ
ͬてがΔμストのඌが7ܗࣈにがͬ
た࢟をָしΉ͜ͱがͰ͖た。
౻Ҫ�Ѵ�ઌੜͱѪݘνϩの͵͍͙Δみのπ
ーγϣοトࣸਅฤू෦撮影。

ฤޙ
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2023年2月3日発行・発売

天文部が舞台の青春アニメ（p.5）

© オジロマコト・小学館／
アニメ「君ソム」製作委員会

宇宙飛行士選抜の現場（p.14） 天文学オリンピック（p.58）星の召すまま連載100回（p.16）
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天文シミュレーションソフトウェア ステラナビゲータ12

www.astroarts.co.jp

www.stellanavigator.com

○「ステラナビゲータ12」
　価格 14,000 円 →記念特価 13,000 円
○「ステラナビゲータ12公式ガイドブック」
　価格 4,500 円 → 記念特価 4,000 円
※価格は税別です。
※「ステラナビゲータ9/10/11/Lite」をお使いの方には、
お得なアップグレードをご用意しています。

■発売記念特価（2023 年 3月31日まで）

ৄ͍͠ใใϖʔδͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

։ൃ�ൃചݩɿࣜגձࣾΞετϩΞʔπ
˟���������౦ژौ୩۠έ୩��������ϲ୩খϏϧ�'��5&-ɿ������������（）�'"9ɿ������������

星දσーλのݟしɾ֦ுͰ͞Βにଟ͘のใをҾ͖ग़ͤΔΑ
͏にͳΓました。࠷৽のӴ星σーλを͡Ίɺখ星ክ星ɺ
ਓӴ星ɺൃ 。星にରԠしま͢֎ܥがଓ͘ݟ

γンプルͳૢ作Ͱ੍作Ͱ͖Δ൪エσΟλをඪ४ࡌ。星ۭ؍
ձಈը੍作ͳͲɺ星ۭのັྗを͑た͍ํをόοΫアοプ
しま͢。

Γ͍ͨʂ ͕͜͜に

͍͑ͨʂをαϙʔト

Ӣɾஂͷϥϕϧ͕େ෯ʹ૿͑ͨεςϥφϏήʔλ��

มಈがେ͖͍ࡍࠃӉスςーγϣンのيಓυϥϚςΟοΫ
ͳมԽにଉをҿΉ৯。͜ のΑ͏ͳݱߴਫ਼にγミϡ
Ϩーγϣンしま͢。

ʂを͔ͳ͑Δ͍ͨݟ

ϦΞϧͰඒ͍ۭ͠Λݱ࠶ɺ
ఱจݱΛਖ਼֬ʹγϛϡϨʔγϣϯ͢Δ

ʮεςϥφϏήʔλʯ͕ ৽ػΛͯ͑ܞ� ͿΓͷΞοϓάϨʔυɻ

˙ఱମσʔλͷ͞ΒͳΔॆ࣮
ɹ߃ଠཅܥͷӴɺӢɾஂΧλϩάɺఱͷɺ
ɹ৽ɾ৽ɺܥ֎ͳͲɺ
ɹఱจγϛϡϨʔγϣϯͷͨΊͷใΛେ෯ʹ৽ɻ

˙ඒ͍ۭ͠ͷදࣔ
ɹޫͷࢄཚΛਫ਼ີʹࢉܭɻ
ɹ੨ۭɺேম͚ɺ༦ম͚ͷҠΓมΘΔΑ͏͢Λ৭͔ʹ͠ݱ࠶·͢ɻ

˙͖Ίࡉ͔ͳςΫενϟ
ɹఱͷɺͷද໘֦େͯ͠៛ີʹඒ͘͠ɺ
ɹଠཅࠇίϩφදࣔͰ͖·͢ɻ

؟ڸ؟Ͱ࠲ۭΛָ͠Ήਓ͔Βɺ
ఱମԕڸΛͨͬఱମ؍ଌɺఱମࣸਅࡱӨʹऔΓΉਓ·Ͱɺ
෯͍ͷఱจϑΝϯͷ׆ಈΛαϙʔτ͠·͢ɻ

˞ը໘։ൃதͷͷͰ͢ɻ࣮ ͱҟͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻ༷ͷࡍ

�����݄
ൃച༧ఆ
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あなたも宇宙から星空撮影
ιχʔのਓӴʮEYEʯ͕ 宇宙

打ち上げのཪଆをࡱӨΫϧʔ͕Ϩϙʔトʂ

　ιχʔ͕ਐΊΔʮ45"3 41)&3&ʯϓϩδΣ
Ϋτɻ�月3ɺͦ ͷཁͱͳΔਓӴ星ʮ&:&ʯ͕ ɺ
4QBDF 9ࣾͷ'BMDPO �ʹ͞ࡌ ΕɺέʔϓΧナ
ϕϥϧӉج܉ΑΓଧ্ͪ Β͛ΕͨɻݱͰϩ
έοτͷଧ্ͪ͛Λݟकͬͨචऀ͕ɺ45"3　
41)&3&ϓϩδΣΫτͷ֓ཁͱࡱӨͷൿΛ
հ Δ͢ɻ

宇宙ମݧϓϩδΣΫτ
　45"3 41)&3&ɺιχʔ͕ਐΊΔʮӉ
ମݧϓϩδΣΫτʯͩ ɻӉۭؒʹ͋ ΔਓӴ星

Ϩϙートɾࣸਅ˔ًࢁହ
ձࣾࣜגιχーグループ˔ྗڠ

ʮ&:&ʯʹ ͞ࡌ Ε͍ͯ ΔΧϝϥΛૢ ࡞͠ ͯɺ୭
͕Ӊ Β͔ͷࡱӨʹઓ Δ͢͜ ͱ͕ Ͱ͖ Δɻੈ ؒ
ͷߴ Α͍͏ Ͱɺଧ্ͪ͛ͷΑ͏ Λ͢ Δ͑ϥ
Πϒ৴ɺຊਂͰ͋ͬ ͨͷ ʹ͔ ͔ΘΒ
ͣɺ�000ਓҎ্͕ࢹௌ͠ ͍ͯ ͨɻ
　ϓϩδΣΫτ໊ ΘΕͯʹ Δ͍ʮ41)&3&ʯͱ
ຊޠͰʮٿମʯͱ͍ ҙ͏ຯͩɻ͜ Εͪͨࢲ ͕
ॅΉٿӉۭؒͷ͜ ͱΛ͢ࢦɻӉ Β͔ࣗ
ͰࡱӨ Δ͢ͱ͍ ମ͏ݧΛ௨͠ ͯɺٿΛେࣄʹ

Δ࣋͢ؾ Λͪ֬࠶ೝ͠ ΓͨɺӉ͏͔ Α͏ ͳϫ
ΫϫΫ͢ Δ࣋ؾ Λͪͬ࣋ Γͨ͠ ͯ́ ͍͠ ͱ͍ ϓ͏ϩδ

ΣΫτϝϯόʔͷ͍͕ࠐΊΒΕͯ Δ͍ͦ ͏ͩ ɻ
　ϓϩδΣΫτ͕ ൃ͠ ͨͷࠓ Β͔͓ Αͦ �年
લɺҟۀछؒͰͷίϥϘͷ͕͖ ͔ͬ ͱ͚ͷ͜ ͱɻ
ͦ͜ Β͔ɺ+"9"ɺ౦ژେֶͷ৺ڧ ϝ͍ϯόʔ
͕Ճೖ͠ ͍ͯ ɺ͖ࠓͷ45"3 41)&3&νʔϜ
͕݁͞ Εͨɻ
͕͜ࢲ　 ͷϓϩδΣΫτΛͬͨ ͷɺ2022年ͷ
Նɻौ୩εΫϥϯϒϧεΫΤΞͱh Ӊܑఋ ͱɦͷ
ίϥϘΠϕϯτͰɺ月ͱࢢܠΛࡱӨ Δ͢ϫʔΫ
γϣοϓͷࢣߨͱ͠ Ճ͠ࢀͯ ࡍͨ ϓʹϩδΣΫτϝϯ
όʔͷҰਓͱΓ߹ͬͨ ͱ͕͜ ͖ͬ ͔͚ͩɻӉ

ʮEYEʯをͨͤࡌ'BMDPO �ϩέット
ܹし͘༳ΕΔػମの中͔Βの撮影ࠔをۃΊたがɺ
ςストϑϥイトͰΧϝϥのઃఆϑΥーΧスϞーυを
ΊΔ͜ͱがͰ͖たのͰɺຊ൪҆৺してྟΉ͜ͱۃݟ
がͰ͖た。
撮影ʗًࢁହ　�4POZ�(SPVQ�$PSQ�
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ʹର Δ͍͢ ͱ͍ʮ&:&ͷཱཱྀ ΛͪݟૹΓͨ
͍ʯͱ͍ ࢥ͏ Λ͍͑ ɺࠓճɺࡱӨୂͷҰਓͱ͠ ͯ
Ճࢀ Δ͢͜ ͱʹ ͳͬ ͷͨͩ ɻ

宇宙を撮るまなざし「EYE」
　ʮ&:&ʯɺʮΩϡʔϒαοτʯͱݺΕΔ�0DN
ͷӴ星͕�ͭ߹ମ͠ܕͷശํ࢛ ʮͨ�6֨نʯͷ
খܕਓӴ星ͩɻଧ্ͪ Β͛ΕΔલɺ̎̌̎ ̎
年�0月ʹ ݟ ʮͨ&:&ʯࢲͷ༧ΑΓང͔ʹ
খ͞ ɺ͘ຊʹ͜ ΕͰӉ Β͔ࡱӨ͕Ͱ͖ Δͷ͔
ͱ͖ڻ ΛӅͤͳ͔ ͬͨ ɻ
　খ͞ ͳӴ星ͷதʹ ɺࡱӨ Δ͢ΧϝϥͱϨϯζͷ
΄͔ɺ੍࢟ޚϞδϡʔϧɺεϥελɺ(14Ξϯς
ナɺଠཅిύυϧɺ੍ ͷίϯϐϡʔλɺαϯ༺ޚ
ηϯαʔɺελʔɾτϥοΧʔɺ௨৴Ξϯςナͱ͍ ͬͨ
·͟͞ ·ͳஔ͕͞ࡌ Ε͍ͯ Δɻ

　ཁͱͳΔΧϝϥɺιχʔͷΧϝϥΛ&:&ઐ
༻ ΧʹελϚΠζ͠ ͠ ͨͷͩɻϨϯζɺ2��
�3�NNͷதԕζʔϜͰɺ֯Ͱ星 ͱۭٿ
ͷ྆ Λํૂ ͬͨ ΓɺதԕͰٿΛΫϩʔζΞοϓ
ͯ͠ ͨͬࡱ Γ͢ Δ͜ ͱͰ͖ Δɻͪ ΖΜ星ۭ͚ͩ
ͷࡱӨɺ͋ Δఔඌ͠ ͯ星Λ૾Ͱࣸ͢͜ ͱ
Մͱͷ͜ ͱɻఱମࣸਅͷযڑͱ͠ ͯ

֯Ͱ͋ ΔͷͷɺӉۭؒ Β͔星Ӣɺ星ஂɺۜ
ՏΛࡱΔͷ͓ ͠ Ζ͍ Ζͩ͏ ɻ

「撮影ツアー」は２通り
　ʮ&:&ʯͰࡱӨ͢Δํ๏2௨Γͩ ɻ�ͭ

ʮӉࡱӨମݧπΞʔʯͩ ɻ͜ ΕϓϩδΣΫτ͕
બఆ͠ ͨಛผΨΠυ͕ ͲͷΑ͏ ʹٿΛपճ Δ͢

Λ͔ܾΊͯɺͦ ͷϧʔτͷݟͲ͜ ΖΛؚΉղઆΛ
ฉ͖ ͳ͕ ΒπΞʔΛָ Ί͠Δͱ͍ ͏ͷɻӴ星يಓ
ΧϝϥΞϯάϧ͕ Β͔͋ Ίܾ͡ΊΒΕ͍ͯ Δͨ Ί

༝ࣗগͳ͍ ͕ɺൺֱత҆ՁͳஈͰࡱӨମ
Ͱ͖͕ݧ Δͨ ΊɺΨΠυ͓ ೖΓͷίʔεΧϝʹؾ
ϥΞϯάϧ͕ ࣗͱಉ͡ ߹ ʹָ͠ ΊΔͣͩɻ
　2ͭΊʮϓϨϛΞϜӉࡱӨମݧʯͩ ɻ͜ Ε
ɺӴ星͕ٿΛҰप͢Δ�0ͷ͏ ͪͷ�0

ؒͷؒࣗ༝ʹࡱӨͰ͖ Δɺ·͞ ϓʹϨϛΞϜͳίʔ
εͩ ɻΧϝϥΞϯάϧযڑɺͲͷඃࣸମΛ
ͲͷύϥϝʔλʔͰࡱӨ Δ͔͢ ࣗ ༝ͳͨ ΊɺΑΓ
ຊ֨తͳࡱӨ͕͠ ͍ͨํʹ࠷దͩɻ�0ؒ
࡞ૢ Δ͢ͱ͍ ͬͯ ϦΞϧλΠϜͰ௨৴ Δ͢Θ Ͱ͚
ͳ͍ ɻ͋ Β͔ Ί͡γϛϡϨʔλʔΛૢ ࡞͠ Ө༧ࡱ
Λ͠ ͓ͯ͘ ͱɺʮ&:&ʯ͕ ಈࣗͰࡱӨ͠ ɺޙσ
ʔλ͕ ૹΒΕͯ͘ Δͱ͍ ͏͠ Έͩ͘ɻ
　γϛϡϨʔλʔͷૢ࡞୭Ͱײతʹૢ͕࡞
Ͱ͖ ΔΑ͏ ɺͰ͖ Δͩ Θ͚ Γ͔͍͢ϢʔβʔΠϯλ
ʔϑΣʔεΛ͠ࢦ ͍ͯ Δͱͷ͜ ͱͩ ɻͲͪ Βͷϓϥ
ϯʹ Ճࢀ Δ͢ʹ ͯ͠ ɺ·ͣ 45"3 41)&3&ͷ
ʮΫϧʔʯʹ ͳΔඞཁ͕ Δ͋ɻެ ࣜ8FCαΠτ͔
Β୭Ͱߦ Δ͑ͷͰɺ·ͩ ͷํొΛࡁ·ͤ ͯ
͓͜ ɻ͏

宇宙カメラEYE
2�22に౦ژミουλ
ンͰߦΘΕたイϕント
「1-":�41"$&�」に て ల
ࣔ͞Εた「&:&」のϞοΫ。
ࣸਅӈ下に͑ݟて͍Δのが
ճのཁͱͳΔΧϝϥのϨࠓ
ンζͩ。Ӊઢに͞Β͞Ε
ΔաࠅͳڥͰ撮影͢Δ
ࣸਅに影ڹがग़ͳ͍Α͏ɺ
աఔͰݫし͍ݧࢼが
。ΘΕたߦͱͳ͘ز
撮影ʗًࢁହ��4POZ�(SPVQ�
$PSQ�

STAR SPHERE無料会員に
登録して最新情報をゲットしよう

「Ϋルー」にొ͢Δͱɺ撮影αーϏス
にؔ͢Δ࠷৽ใがήοトͰ͖Δ。撮
影αーϏスのແྉར༻ಛయがநબͰ
たΔ͜ͱ。
IUUQT���TUBSTQIFSF�TPOZ�DPN�KB�

打ち上げの瞬間
্のଧ্ͪ͛ͱҧ͍ɺ。ࢠίーσΟωーλーが撮影したଧ্ͪ͛のॠؒの༷ݱて͘Εて͍たͬ࠲のྡにࢲ
ϩέοトのԻৼಈϔリのϩーλーԻͰ͔͖ফ͞Εてしまͬて͍たがɺϑΝインμーӽしにݟた'BMDPO��の࢟
ࠓͰにম͖͍て͍Δ。　�4POZ�(SPVQ�$PSQ�
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みなさん！！
今月もこのページに
来てくださって
ありがとうございます いらっしゃいませ～

「星の召すまま」連載100回
記念パーティーにようこそ～

9年前、コミックエッセイ
『今夜、星を見に行こう』
出版記念の個展を表参道の
ギャラリーで開いたんですが、
そこに星ナビ編集部の方が
来てくださったのが
そもそもの出会いでしたね！

いや～９９回を通して
ほんっとうにいろんな人に会い
いろんな場所に行きました！

2014年12月号から99回分
どれもこれも覚えています
振り返って感慨深いなと思うのは
取材をきっかけにその後も
つながっている人たちとの縁ですね

星知り合い・星友も
いっぱいできました♪

個展に伺って、そのまま一緒に
表参道にあった「宇宙かふぇ 」に
お茶に行ったんですよね～
そして記念すべき連載第１回は
宇宙かふぇになりました♪ ※閉店

※

※

※その後 南青山に移転

体験レポ漫画なので
「行ってみた」「体験・実践」が
ほとんどを占めてますね
意外にプラネタリウムが少ない！
その分星空ツアーに行っているのかも

フジタさんが
印象的だった回は？

星座のカップを手作りした「表参道焼
彩泥窯」かな～

読んでくださる
みなさまのおかげで
100回続けてこられました

୲ฤू
フδタさΜ

第100回
今までを振り返り
パーティー

コロナ禍になってからの
おうちで作ろうシリーズも気に入ってます★

一緒に行きましたし、陶芸家の
中野拓さんのキャラも濃かったしね

次の号に載せるつもりで出向いたのに、
乾燥と焼きで完成に１か月ほどかかることに
体験するまで気づかなかったんですよね（笑）

行ってみた体験・実践

団体・会社訪問 その他

イベント
企画展

飲食店
雑貨店

観望会

ミュージアム
プラネタリウム

レジャー施設

ハンド
メイド

アウトドア
星空ツアー天文現象

観望・撮影

講座・講習

なろう系
その他

紹介カテゴリ分類〔編集部調べ〕

行ってみた内訳体験・実践内訳

宇宙かふぇ
2014年12月号

FUSION FACTORY
2015年11月号

ぐり工房
2021年1月号
ぐり工房
2021年1月号

惑星せっけん
2021年9月号

ギャラクシーアイシング
2022年4月号
ギャラクシーアイシング
2022年4月号

星座早見カサ
2020年7月号
星座早見カサ
2020年7月号

彩泥窯
2020年6月号

確かに、体験・実践の中でも
とくに作品制作系は
印象深いです！

おうちで制作系はどんな風に
作ろうか、1か月の間そのこと
ばっかり考えてるんですよ～

取材に行ったのに
諸事情で載せない
ことがたまにあり
それはそれは…
　　　　悲しいです

鳥取砂丘ネタ出せずじまい
ここで供養（？）

というわけで、今回は連載100回記念パーティーでした☆
いつもはこんな感じで打ち合わせしています！

これからも変わらず楽しい記事をお届けしたいと思います！
どうぞよろしくお願いします
これからも変わらず楽しい記事をお届けしたいと思います！
どうぞよろしくお願いします

だいたい由女が
わけのわからないことを
まくしたてて

フジタさんが
笑いながら
いなす（笑）

あと、銭湯の
宇宙天井絵も
ユニークでした

銭湯やサウナは
イラストならではの
見せ方ができますね
お風呂の写真撮影は
できないので

しみじみ

材料を準備し
て

誌面に載せられる

クオリティで

多少オリジナリティも
出したい

毎回の内容は
どうやって
決めているんですか？

長いこと寝かせると
忘れちゃったり
しないですか！？

取材時の写真とメモを
頼りに描きます
でも意外に
忘れないですね～

苦労することは
ありますか？

毎回新しいところに
取材申し込みをして
毎回新しい人に会うこと
ですかね……

本来は非社交的な
人見知りなのです

あとは基本ひとりで取材に
行くので、体験取材しながら
メモ取って、写真を撮ってと
毎回会場などを
走り回ってる
ことですかね～
あとで見返して
イマイチな写真も
多いです…

ある程度寝かせると
特に印象深かったことや面白かったことが
残って内容が洗練されるので
それもわりといいんですよね～
私の記事は、取って出しはあんまりないですね

全国誌なので、なるべく関東以外も
行けるように調整しています
だいたい青春18きっぷで移動してます
東海・関西・信越くらいまでは
　　　　　　　　　ひょいひょい行きます

広範囲に
出没しますね（笑）

フットワークが
軽いと評判です！

ちょい遠方のネタは
「１８きっぷの季節に行きます」
が合言葉（笑）

編集部と由女がそれぞれ
テーマを出し合って「天文度」
「季節感」「わくわくする？」
「どんな切り口で？」などを
考えながら決めています

ではここで読者の方の質問に
答えていきたいと思います！

その中でもイベント系は、みなさんが
参加・体験できるように、次に実施される
直前に記事を出すように調整しています
※1年寝かせることも有り

編集部案 由女やりたい案編集部案 由女やりたい案

入浴シーンがある
こっそりお色気回
ですね★　　

大塚記念湯
2022年8月号
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ϕςϧΪεେޫݮのಾ

ϕςϧΪε

オリオン座

Ϧήϧ

πࡾ

小
三
ツ
星

ϕϥτϦΫε

　星空はقઅごとに違ったੑݸを持ち、私
たち天文ϑΝンのをָしまͤてくれます。
その中でもౙの星空はͻときΘखにًい
ています。ౙの大֯ࡾやౙのμΠϠϞンυ、
空が暗いॴならば天のもݟえるかも
しれまͤん。
　ౙの星空の中で一ࡍଘײࡏを์つのが
ΦϦΦン座です。ギϦγアਆにొする
ङਓ・ΦϦΦンがϞνーϑで、࠭ܭ࣌のよう
なܗのかりやすさと、そしてԿより、੨ന
いϦήルと赤いベテルギウスの�つの一
星を持ち、とりΘཱ͚っています。

ϕςϧΪεのʮେޫݮʯ

　そんなΦϦΦン座の姿をมえてしまう大ࣄ
݅が�0�0のౙに起きました。ベテルギ
ウスの「大ޫݮ」です。
　ベテルギウスは恒星ຊ体が膨ுやऩॖ
することによって明るさのมΘる຺ಈมޫ星
という星です。その中で、周ظతにมޫし
ながらときどきෆنଇにޫ度がม化する「半
ଇ型」にྨされています。ベテ　ルギن
ウスは、ฏৗ࣌は約1の周ظで0�3〜0�7
ڃ ど́で明るさがมΘっています。
　�01�ळ、ౙの星座たちが明͚ํの空
にঢってくるようになると、มޫ星の観測ऀ

ୡはベテルギウスがいつになく暗くなりつつ
あることにؾきました。そしてなんと�01�
1�݄上०には、過50ڈの中で最も
暗い1�1�ڃにまでୡし、ߋに暗くなって
いくஹީをͤݟました。

　�0�0�݄10ࠒには、100以上の
観測࢙上最も暗い、1��1ڃにまでୡし
ました。これはなんと、ΦϦΦン座のӈ上に
ҐஔするベϥトϦクス（1��4星）と΄΅
ಉ͡明るさですʂ　しかも赤い星であるベテ
ルギウスはਓ間の؟には暗くݟえやすいので、
؟でのҹとしてはベテルギウスのํが
ベϥトϦクスよりも暗かったでしΐう。
　ここまで暗くなると、ΦϦΦン座やౙの大
たのҹもมΘってしまい、天ݟの֯ࡾ
体観望Ոにとっては大݅ࣄでした。また、
ベテルギウスは赤色超巨星とݺばれる、超
新星爆発をকདྷ起こすと知られる恒星の一
つですから、この大ޫݮは超新星爆発の
ஹީなのではないかʂʁ　とのԱ測もݺͼま
した。

λϜϩϯ�41������NN�'����%J�7$�64%�(�　ΩϠϊϯ�&04��%ʢ),*3վʣ�*40�����-FF�ιϑτ�/P��ϑΟϧλʔ　������ �݄　��ඵ࿐ޫ̫ ��　4FRVBUFSɺ1IPUPTIPQ�$$　ੴݝొொʹͯ

࠲ʣΦϦΦϯࠨ）
ϕςルΪウスはオリオン࠲のӈ
Μڬπ星をࡾ。にҐஔする星ݞ
でରଆに͋るのはリήル。प
Γに͋る星΅しとൺֱするとϕ
ςルΪウスのさがΑくΘかΓ
ます。

（ԼʣଟͰのϕςϧΪ
εの໌Δ͞のมԽ
ΞϚνϡΞఱจՈの大ۚཁ࣍
さΜの؍ଌσʔタにͮجく
��年ؒのଟでのϕςルΪ
ウスの໌るさのมԽ。�019年
から�0�0年初಄にか͚てͲ
のでも「大ݮ光」をىこし
ています。�:��0HBOF�FU�BM�

ղઆ˕୩ޱେี
౦ژ大学�大学Ӄཧ学ڀݚܥ科�ఱจ学ઐ߈�ത࢜՝
ఔ�年ʢࣥච࣌ʣ。ઐは৭ڊ星をؚΉ߃星
やఱのۜՏ。ΞϚνϡΞఱจՈのをͪ࣋、ఱମ
ߦӨもࡱ てͬいる。�0��年に本学ज़ৼڵձ�ҭ
。をडࢤ

ϕςϧΪεのେ͖͞
ϕςルΪウスはそのܘが�ԯ LNも͋Γます。もしଠཅのҐஔにϕςルΪウスが͋ͬたらٿやՐ星が
ҿみࠐまれてしま͏΄Ͳです。�౦ژ大学 � ԼਅҰ
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৭ڊ星

　恒星はその一生の大半を主系列星として
過ごします。たとえば太陽は主系列星の一
つです。恒星が主系列星としての寿命を終
え、「終活」を始めると、一般に恒星は赤く、
膨らんだ、明るい姿へと進化していきます。
その中でも、おとめ座のスピカのような大
質量星（太陽の約10倍以上の質量を持っ
て生まれた恒星）が主系列星から進化した
姿の一つに赤色超巨星があります。今回の
テーマであるベテルギウスの他には、さそり

座のアンタレスなどが有名です。
　赤色超巨星はいろいろな面で太陽と全然
違う、ヘンテコな星として知られています。
たとえば表面温度は約3500 〜 4000Kと、
太陽の5778Kより低いです。また、その
半径は一般に太陽の約1000倍もあり、ま
た明るさは太陽の約1万倍以上もあります。
　赤色超巨星は重力崩壊型の超新星爆発
を起こしてその一生を終えると考えられてい
ます。超新星爆発が起こると、その星の周
りの宇宙空間に多量の重元素とエネルギー
が供給されます。このため、赤色超巨星の

構造や進化、また星周空間とのやり取りを
知ることは大質量星の進化や超新星爆発、
宇宙全体の進化、などなどのさまざまな天
文学のトピックを理解する上で重要なのです。
これらの問題に挑戦するため、私たちの最
も近くにある赤色超巨星の一つであるベテ
ルギウスは、数多くの小型・大型望遠鏡に
より頻繁に観測され、研究が進んできました。
　その結果、ベテルギウスは太陽などの大
半の球対称な恒星と異なり、表面がぶよぶ
よしていて、明暗のまだら模様を持つこと
（明るいところは温度が高く、暗いところは

େ࣭ྔ星のظ࠷の࢟
星ͲのΑ͏ʹੜ·ΕɺࢮΜͰ͍ のͩ͘Ζ͏͔ɻ

ϕςϧΪεの૾ਤ
ϕςルΪウスはද໘に໌҉
のまͩら༷が͋る、な
、の星です。とい͏のもܗ
く໌るいΨスが星の内ଆ
から༙き上がΓ、ྫྷたく҉
いΨスがみΏくとい͏、
ରྲྀݱがىきているたΊ
です。©ESO/L. Calçada
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ʮ4I����� ୋͷ௺ӢʯӬ߂ɾᬑͷ߹࡞
永弘 � ϚϛϠ AP0-4&,03 ; 250 NN' 4 � 5 � ΩϠノン &04 6 % ×2 セット　*40 2500　120 ඵ×357 ίϚ
渡邊 � A4* 2�4 MM Pro � 3ed$at 51　- 計 231 分、3 計 58 分、( 計 58 分、B 計 47 分露光　ήイン 120　4 フレームモザイク合成
　　　A4* 2�4 M $  Pro � 3ed$at 51　計 3�4 分露光　4 フレームモザイク合成
　　　A4* 2�4 MM Pro � タカϋシ '4- 60 $B　計 342 分露光　ήイン 120　4 フレームモザイク合成
2022  �݄24 　2 ໊の 5 のカメラで総計 31 � 4 時間露光

ఱମࣸਅͷྔ͕όϥόϥͳϝϯόʔ͕ɺҟͳΔࡱӨࡐػͰͻͱͭͷ࡞Λ࡞Γ্͛Δʮ߹࡞ʯɻ
࿐ޫؒ࣌ΛՔ͛ΔϝϦοτͷ໘ɺ͍͔ͭ͘ͷ՝͋Δɻ

ʮΈΜͳͰ߹࡞ �  ఱମࣸਅʯɺޙฤը૾ॲཧฤͩɻ
લॲཧͷϊϋɺ༧֎ͷελοΫ݁Ռɺͦͯ͠༧Λ͑ΔϝϦοτʜʜɻ

ɻ͖ͨͯ͑ݟΛ௨ͯ͠ɺ৽͍͠ఱମࣸਅͷָ͠Έํ͕࡞߹
ͳ͓ɺޙฤҾ͖ଓ͖୲ࣥචͷ߹࡞Ͱ͓ಧ͚͢Δɻ

Ϩϙʔτ ‒ Ѩ෦কయɺখྛ࢚ɺӬ߂ਐҰɺ୮Ӌխɺদᔶ೭ɺᬑঘ （ొ星প会）

  みんなで合作 !
天体写真 後編
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7. 前編のあらすじ
　ネット上で結 成された「星 沼 会 」 が、
初めてリアルの場で集まった夏の福島県で
の合宿。曇りがちだった夜、わずかな晴れ
間に撮影したアイリス星雲の総露光時間は
なんと14 時間に達した。
　「結果が良ければ、『星ナビ』に投稿し
てみよう」そう約束して解散。帰宅後にわ
れわれはさっそく画像処理にとりかかった。
目指せ誌面掲載 ! （永弘）

8. 順調な前処理
　合宿では、中焦点グループと長焦点グ
ループに分かれて、それぞれ「アイリス星
雲」と「まゆ星雲」を撮影した。その翌朝、
勉強会を開いて画像処理の手順を議論した。
各々のデータを1 枚の画像にする前処理は
手順が確立されていることから、私（渡邊）
にすべてが任されることになった。
　私が行った前処理の手順を図 1 に示した。
まず各自の画像について、個別にダーク減
算とフラット補正、ライトフレームのスタッ

クを行う。これは通常の処
理と同 様 である。 次 に、
それぞ れ の 色 合 わ せを
行ったのち、Astro Pixel 
Processor（ 以 下 APP）

を用いてモザイク合成を行った。
　図2、3 に処理後の画像について、各メン
バーが撮影した画角を白枠で示した。長焦
点グループは各自のフレームが一致している
反面、中焦点グループはバラバラになってし
まった（その事情は次節にて丹羽が説明す
る）。アイリス星雲のモザイク合成後の画像
は約 28000 × 25000 ピクセル、計 7 億ピク
セルと巨大なものとなった（図 4）。
　それでもAPP によって、約 6°× 10°の広
い範囲をカバーし、すべてのフレームを欠
けることなく結合することができた。しかし、
それぞれ焦点距離や総露光時間、光学系
の明るさもまちまちである。このような状況
は合作においてありがちなことで、モザイク
合成のつなぎ目が目立ってしまう懸念がある。
この場合、APP の機能であるMulti-Band 
Blending（以下 MBB）が有効である。
　MBB はスムースなウエイト関数を生成し、
画像のつなぎ目を目立ちづらくし、滑らかに
する効果がある。図 5 は画像のつなぎ目付
近を拡大したものである。MBB なし（図 5
左）ではつなぎ目が見えるものの、MBB あ
り（図5中央）ではそれがほとんど見えない

程度になっている。適用されたウエイトを示
す画像（図 5 右）を見ると、つなぎ目周辺
でグラデーションになっており、MBB が正し
く作用していることがわかる。
　一方で、今回の合作では画像ごとの総露
光時間や光学系の明るさが大きく異なるた
め、 背景のノイズレベルが画像ごとに異
なってしまった。モザイク合成後の画像でも
それは明らかであり、図 5 中央の画像を見
ると、画像の上下でノイズレベルが異なる
ことがわかる。このようなノイズレベルの差
異は後処理で修正を試みたものの、完全に
取り除くことはできなかった。（渡邊）

図1　前処理の手順

図2　中焦点グループが撮影した各自の「ア
イリス星雲」の撮影エリア。黄色の囲みエリ
アをトリミングして「合作」にした（下）。

図3　長焦点グループが撮影した各自の「ま
ゆ星雲」の撮影エリア。黄色の囲みエリア
をトリミングして「合作」にした（下）。
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チロを台長にした「白河天体観測所」を建て、
「チロキャラバン」などの観望会を企画するなど、

独創的な天文プランナーであり、
星仲間を束ねる天界コーディネーターでもありました。

「藤井先生の本を読んで星好きになった」
という方も多いことでしょう。

直接、もしくは間接的であれ、先生の薫陶を受けていない
天文ファンを探す方が難しいかもしれません。

ここに、藤井先生と親交の深かった方々に、
先生への想いを語っていただくことで、先生の事績を辿り、

星になった藤井 旭 先生の輝きを見上げることにします。

『星になったチロ』をはじめ多数の天文書を著し、
天文ファンが集うイベントの嚆矢となった

「星空への招待」を企画した、われわれ天文ファンの
偉大なる先達、藤井 旭 先生が昨年12月28日に逝去されました。
藤井先生は昭和16年1月12日山口県生まれで享年81。

コミカルで個性的なイラストを描き、
にじみ星座や銀塩冷却などの
先駆的な技法を駆使した天体写真を撮り、
星見紀行や星仲間たちを活写したエッセイで星空の魅力を伝え、
星座や星雲星団、天体写真撮影の解説書を著すなど、
多彩な才能を併せ持った星空アーティストでした。

輝
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井
旭
先
生

౻Ҫ Ѵʢ;͍͡ ͖͋Βʣ ઌੜͱνϩ
ʮνϩと͍͏の1��1ʹ͘ͳΔ·
での1�ؒ、ࢲとら͍ͯͨ͠ւ
ಓݘʢアΠψݘと͍͍·͢ʣの͜とで
͢。ͪΖん、୯ʹࢲと一ॹʹ͍ͨと
͍͏Θ͚で͋Γ·ͤん。天文台長を
ͭとΊͨΓ、星·ͭΓのදੈ
をͭとΊͨΓ、ᯁੴࡧのஂ長をͭ
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શࠃの星ؒのアΠυϧݘとͯ͠か
Θ͍͕られͨਓͨͬͩऀؾので͢。
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ʹ͡Έࣸ࠲ਅͱ࠲ͷʮ౻Ҫ݁ͼʯ
ͳらσδタϧΧϝϥとσΟフϡーδϣϯʢιࠓ
フτܥʣフΟϧターを͑、星͕ʹ͡んͩ
天ମࣸਅをࡱΔ͜と͕で͖Δ͕、藤Ҫઌੜ
ۜԘフΟϧϜ࣌ʹಠࣗのιフτフΟϧターを
Γ、ࣗの天ମࡱਅをࣸ࠲શ天の星ͯ͠࡞ࣗ
ղઆॻʹͨ͠ࡌܝ。星࠲の࢟をΠϝーδさͤ
ΔͨΊのಠࣗの星࠲ઢʢ藤Ҫ݁ͼʣ、天文
され༺࠾ʹʮスςϥφϏήータʯͳͲࢽࡶ
のຊඪ४とͳ্࣮ͬͯࣄ ͍Δ。

ౙͷμΠϠϞϯυɹࡱӨɿ藤Ҫ�Ѵ
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　私が藤井旭さんと出会ったのは、60年
以上も前のことです。当時、私は学研（学
習研究社・現Gakken）の雑誌『高校
コース』の編集者でした。そこへ、誌面デ
ザイナーとしてやってきたのが、多摩美術
大学でデザインを勉強中の藤井さんでした。
山口県の生まれで私とは7歳違い。まんが
雑誌でコーナーのイラストなども手がけてい
て、イラストレーターであることも知りました。
　藤井さんは、大学を卒業するとしばらくし
て東北地方へ旅行に出て、そのまま福島県
の郡山市に移り住んでしまいます。当地では、
饅頭屋さんの広報部員となってデザインの
才能を発揮されていたようです。
　ある日、「こんな本を出しました」といい
ながら、『透視版・星座アルバム（誠文堂
新光社刊）』を持って私のところへやってき
ました。この時、天体写真家としての藤井
さんをはじめて認識したのです。同じころ、
藤井さんは『旅行ホリデー（学研）』や『天
文ガイド』で、世界各地を取材しての天文
エッセイを手がけるようになります。それら
の原稿は、後に私が移った河出書房新社で
『星の旅』というエッセイ集にまとめました。
今度は、エッセイストの藤井さんとの付き合
いの始まりです。
　私と藤井さんとで取り組んだ一番の思い
出は、季刊天文雑誌『星の手帖』です。
『サイエンティフィック・アメリカン』のような
天文学の息吹を伝えられるような雑誌がで

きないかと考え、編集委員を藤井さんと村
山定男先生、さらに小尾信彌先生、古在
由秀先生にお願いしました。誌面の半分は
最新の天文学の話題をプロの研究者に執
筆してもらい、もう半分は藤井さんがアマ
チュア向けの話題を担当して、おかげさま
で1978年から15年間にわたって刊行する
ことができました。
　星の手帖編集委員を務め
ながら、藤井さんが天文趣味
人向けのエッセイストの枠を遥
かに超えて、世間から本当の意
味での文化人として認識された
のは、愛犬チロと星仲間たちの
エピソードをまとめた『星になった
チロ』の出版がきっかけでしょう。
1984年にポプラ社から発行されま
したが、青少年読書感想文コンクー
ルの課題図書に選ばれ、たくさんの
方に読まれました。
　他にも新たな故郷となった福島での
星まつり「星空への招待」や、大望
遠鏡を携えて全国を行脚する「チロキャ
ラバン」など、多くの人たちが交流する
場をプロデュースするなど、これほど情
熱と行動力を持つ人は稀有だと思います。
人生のすべてを「星空を見る楽しみを伝
えたい」という気持ちで駆け抜けていった
藤井さん。今はただただ、そのご冥福を祈
るだけです。

出版人として藤井 旭さんの事績を振り返る

ʮ౻Ҫ͞Μɺগ͠ૣ͗͢͠·ͤΜ͔ɻ
ॱ൪͕ҧ͍· Α͢ʯ

1978年「星の手帖」創刊時の編集会議
ౡプϥωタϦϜޒՊֶതؗからཱࠃ、からࠨ
ؗ長とͳͬͨଜࢁఆஉઌੜ、౦ژ天文台から์ૹ
େֶֶ長とͳͬͨখඌ৴ከઌੜ、ཱࠃ天文台ॳ
台長のࡏݹ༝लઌੜとฤू長のѨ෦。藤Ҫ�Ѵ�ઌ
ੜΧϝϥをͯͬ࣋ औͯ͠ࡐ ͍Δのでࣸͬͯ ͍ͳ͍。
ʮࢲʢѨ෦ʣҎ֎、໊࢛と͢でʹଞքされ͍ͯΔ
の͕೦でͳらͳ͍ʯ。

ʮ藤Ҫさん、ͻと
ઌʹଜࢁઌੜͨͪと星քでh 星のख

ʱฤूձٞを࢝Ί͍ͯͯͩ͘さ͍ͳʯと、藤Ҫ
さんのஶॻを前ʹ͢ΔѨ෦さん。खʹ͍ͯ͠Δの
、͕ࣗख͕͚、藤Ҫさんとଜࢁఆஉઌੜの
ஶとͯ͠ग़൛されͨhڞ 星࠲のটʢՏग़ॻ
৽ࣾץʣɦ のॳ൛ຊʢஸ�;͍͡Ѵʣ。

ʰ星࠲のটʱॳ൛ຊʹ
ઌੜと藤ࢁされͨଜه
ҪさんのචαΠϯ。
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ʢࡱӨ � ౻Ҫ�Ѵʣ

阿部 昭（星の手帖社）　まとめ& 取材写真 / 川村 晶

　45



星ナビ2303� P5�星ナビ2303� P50
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旭川深川

滝川
留萌

名寄

稚内

日進

札幌
小樽

追分南千歳
新千歳空港

苫小牧
東室蘭

長万部

新函館北斗
五稜郭

函館
木古内

室蘭

岩見沢
志文

DAY2

DAY3

DAY4

DAY5

DAY6

DAY7

DAY1

室蘭のシンボル「白鳥
大橋」が映し出された
DENZAI 環境科学館プ
ラネタリウム。北海道
に初登場した「オルフェ
ウス・ハイブリッド」は
光学式の星空のみなら
ず市内の名所スポット
映像も美しく映し出す。

プラネタリウムが誕生してから100年となる2023年。
ドイツから始まったプラネタリウムは世界中に広まった。
今回の舞台は北の大地・北海道。
鈍行列車を乗り継いで、
特色あふれるプラネタリウムを巡っていこう。
星や宇宙を巡る北海道鉄道旅の続きに
しばしお付き合いいただきたい。

プラネタリウムを巡る鉄道旅ー北海道 vol.2ー

の を く
中山満仁
1976年熊本県生まれ。宇宙と鉄道そして海外放浪が好きで、
これまでに世界40か国以上を訪問している。
Twitter @mitsuto1976

なかやま・みつひと
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PR記事

▼美星天文台101cm望遠鏡とスタッフ
の皆さん。右から綾仁一哉台長、伊藤亮
介技師、前野将太主任技師。それぞれ
の得意分野で天文台をパワーアップ！

まもなく開館30周年！ 星空の特等席
天文王国からの招待状①

56　月刊 星ナビ　2023年3月号




